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岡山県におけるヒメマルマメタニシの分布状況
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我々は，前報（長花ら，1978）で肝吸虫の第１中間宿

主マメタニシの岡山県下における調査成績について述べ

た．このマメタニシの調査を行っている際に，ある地

（長船町船山）で採集された貝の中に，マメタニシと形

態的によく似ているが，形が小さく，やや丸味を帯び

た貝が居るのに気付いた．この貝について形態的に検

討し，また専門家による同定の結果，これはヒメマルマ

メタニシBZZ/iWz/α伽伽elM（Hirase）であることが

明らかになった．そこでマメタニシの再調査を行う機会

に，合わせてこの貝の調査を行った．

ヒメマルマメタニシは，武藤(1919)が長崎県で採集し

たものを，コマメタニシ（平瀬新称）Ｂ"Z〃"ｓ仇si"

e"siSHiraseとしてはじめて報告したものであるが，現

在その分布地としては，上記長崎の他に，福岡，石川，

香川，岡山の諸県が知られている．

岡山県も生息地になっているが，その詳しい記録はな

く波部忠重よりの私信によれば，1958年に松本幸男によ

って邑久郡虫明で採集されたとのことである．

この貝が肝吸虫の第１中間宿主になるか否かは，目

下，感染実験中で，まだ解決できていないが，以下この

貝の岡山県における分布生息状況について報告する．

れ15分間，１０分間とし，貝の採集に当っては，各調査場

所で陸上より水底，側壁等の士上又は稲，水草等を注意

して探し,その後,水草，藻,アオミドロ等を引き上げて，

それらに付着する貝を総て採集する方法によった.採集

貝は,採集地別に持ち帰ったのち,種の同定を行った．採

集された貝の中でヒメマルマメタニシの分布濃度は，そ

の地点で上記の条件下で採集したものの総数で表した．

成績

ヒメマルマメタニシについての成績は表１に示す通り

である(記録にとどめる意味で全成績を記す)．また,こ

の貝を認めた地の大体の位置を地図上に示すと，図１の

通りである．図に示した黒円内の数字は，表１の中に示

すヒメマルマメタニシの陽性地番号である．表示のよう

に，３７６カ所で調査し，その中でこの貝が認められたの

は５市９郡内の62カ所である．この様にヒメマルマメタ

ニシは山陽本線をはさんで，その南部及び北部で，県の

東から西に亘って広範囲に分布している．こまかく見る

と，この貝の生息地は，穂浪⑧のように海岸にごく近い

所（0.15kｍ）もあるが，他方，海岸線より遠く27kｍも

離れた地（河原⑭）もある．しかし，大体において海岸

線からある程度離れた地域で，殊に山陽本線よりも北側

で多い傾向が見られる．

貝の陽性地62カ所について，この貝の分布濃度を見る

と，１０個体以下の採集地が26カ所，１１～50個体の地が２１

カ所，５１～100個体の地が11カ所，101個体以上の地が４

カ所あった．

貝採集数が51個体以上の地は，表１の中で採集数をゴ

チックで示した15カ所であって，最も多数認められた地

は富原⑳（296個体）である．表示の様に，この貝の分

調査方法

この調査は，1974年５月から1976年９月までの主とし

て春から秋の間に，県南部各地における河川，池沼，用

水路，用水溝，水田側溝，水田等について行われた．１

地点における貝の調査・採集時間は，調査者１名の場合

には30分間，調査者が２名または３名の場合にはそれぞ

本研究の一部は，文部省科学研究費の補助によって行

われた．記して感謝の意を表する．

（１３）
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図１岡山県におけるヒメマルマメタニシの分布状況
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図２岡山県におけるマメタニシ及びヒメマルマメタニシの分布状況

注：○印はマメタニシの陽性地，●印はヒメマルマメタニシの陽』性地

布濃度が比較的高い地域は，何れも海岸線から７ｋｍ以

上離れており，しかも15kｍ以上離れている地が過半を

占める．従って，ほとんどが山陽本線以北にある．また

県東部に比べて県西部に多く，且つその多くが高梁川や

小田川の水系の各流域に見られる．

今回，ヒメマルマメタニシが採当今回，ヒメマルマメタニシが採集された場所は水田と

水田側溝であって，水田では62カ所のすべてにおいて，

またこの中の14カ所では水田側溝でも採集されたが，大

（１６）
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きい川，用水路，用水溝などでは認められなかった．水

田では時に水田の中程まで生息が見られるが，多くの場

合，あぜの近くで，水底やあぜの側壁の士上，漏水防止

のためあぜの側壁に張ってあるビニール布等の上，稲や

草の茎や葉の表面，またしばしばアオミドロの表面やそ

の間等に生息し，また水田側溝では水底や側壁の士上，

アオミドロの表面やその間，杭，その他に付着生息する

のが認められた．

ヒメマルマメタニシ生息とその地の水の塩素含有量と

の関係では，１カ所（穂浪⑧）で塩素量が非常に多い所

があったが，大多数の所では塩素量は少なかった．

ヒメマルマメタニシが採集された所の土質，標高につ

いてみると，土質は大多数の所（47カ所）は第４紀層で

あったが，少数の所は第３紀層（２カ所)，中生層（１０

カ所)，古生層（３カ所）に相当する土質で構成され

た地であった．また，その標高は，多くの所は10～20ｍ

であるが，それよりも高い地もかなりあり，中には65ｍ

（吉井⑳)，７０ｍ(当心口⑭)，８０ｍ(河原⑭）の所があっ

た．一方，標高10ｍ以下の地（最も低い地は標高0.5ｍ

以下の穂浪⑧）もかなりあった．

次にヒメマルマメタニシが認められた62カ所の中で，

同じ場所に生息していた貝類は，マメタニシ，ヒラマキ

モドキ，ヒメモノアラガイ，カワニナ，マルタニシ等で

あった．この中でマメタニシとヒメマルマメタニシが同

時に認められた所は25カ所であるが，こまかく見ると，

同一の水田又は水田側溝で共存していたのは14カ所（水

田で共存９カ所，水田と水田側溝の両方で共存５カ所）

であり，他の11カ所ではヒメマルマメタニシは水田に，

マメタニシはそれぞれ近くの用水溝（７カ所)，水田側

溝(３カ所)，用水路（１カ所）で認められた．

図２は，前報（長花ら，1978）のマメタニシと今回の

ヒメマルマメタニシそれぞれの全陽性地点を記入し，両

種の分布状況を示したものである．図示の様に，マメタ

ニシの生息地は山陽本線の北側には比較的少ないが（４０

カ所で陽性)，南側には多い（82カ所で陽性)．そして，

これらが県中央南部，即ち，児島湖近くの平野部を中心

にして県南の平野部一帯に広く分布しているのに対し

て，ヒメマルマメタニシの生息地は山陽本線の北側で多

く（46カ所で陽性)，南側で少ない（16カ所で陽`性)．即

ち，海岸線から或る程度離れた山寄りの地域に分布し，

しかも県の東部で分布地が少なく（22カ所で陽性)，西

部で多い（40カ所で陽｣性）傾向がよくわかる．

考察

ヒメマルマメタニシＢｉＺ/i､ﾉ"/α伽s/"e'肺（Hirase）

はエゾマメタニシ科Bithyniidaeに属し，マメタニシと

はごく近縁の貝である．

ヒメマルマメタニシは，武藤(1919)によって長崎県佐

世保市外日宇村で初めて採集されたものであるが，その

後，この貝は石川県河北郡の河北潟（柴野，1933)，福

岡県久留米市の豆津橋付近（杉原，1953)，および香川

県高松市木太町新開（杉原ら，1963）でも見出されてい

る．

岡山県も，この貝の分布地になっているが，これは波

部忠重からの私信によれば，松本幸男が1958年に邑久郡

邑久町虫明で採集した貝をヒメマルマメタニシと同定し

たことによる．しかし，この貝について松本の報文はな

い由である．このこと以来，波部執筆の図鑑〔続原色日

本貝類図鑑（保育社，昭和46年)，日本淡水生物学（北

隆館，昭和48年)〕等のヒメマルマメタニシの項には，

分布地として岡山県の名が出ている．今回，我々は松本

の案内で氏が当時この貝を採集された地（現在の邑久町

福谷⑩）に行ったが，現在でもヒメマルマメタニシが生

息しているのが認められた．

ヒメマルマメタニシの生息場所は，河北潟では潟のみ

(柴野，1933)，久留米市の豆津橋付近では川原にある′｣、

池（杉原，1953)，また，高松市木太町新開では用水溝

（杉原ら，1963）が知られているが，岡山県ではすべて

水田，時にこれに続く水田側溝であって，その他の場所

ではまだ見当らない．

岡山県におけるヒメマルマメタニシとマメタニシの２

種貝の分布状況をみると（図１，２)，ヒメマルマメタ

ニシは県の南西部を中心にして，主に海岸線から隔たっ

た地に生息しているのに対して，マメタニシはそれより

も南側の県中央部，即ち，児島湖の北西部を中心とする

県南の平野部に広く生息している．

ヒメマルマメタニシの形態については，武藤（1919）

が原記載の中で，殻高4.8ｍｍ，殻径3.4ｍｍ,螺層が甚し

<膨れ，縫合が深く，その全形は一見マメタニシを小形

にしたようであると述べている．我々が今回採集したヒ

メマルマメタニシの形態については，詳しい計測をして

いないが，小型で，螺塔は高まり，螺層はよく膨らむこ

と等’ヒメマルマメタニシの特徴に一致しており，また

波部忠重，杉原弘人両氏によってヒメマルマメタニシと

同定されている．岡山県産ヒメマルマメタニシの形態の

詳細については後報の予定である．

（１７）
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ているが，河川・用水路等ではまだ生息を認めていな

い

４）この貝の陽'陸地62カ所のうち14カ所で水田，また

は水田側溝でマメタニシとの共存がみられた．

脱稿に当って貝を同定していただいた国立科学博物館

の波部忠重博士，ならびに関西大学の杉原弘人教授，貝

の採集についてご教示下さった邑久郡牛窓町の松本幸男

教育長の三氏に深く感謝致します．

なお，本論文の要旨は，第３０．３１回日本寄生虫学会西

日本支部大会において発表した．

柴野（1933）は，河北潟に生息するヒメマルマメタニ

シの分布状況について，この貝が塩分を含む場所に好ん

で生息し，河川には全く生息を認めないと述べている．

しかし，我々の成績では，少数の地では海岸線に近い所

でこの貝の生息が認められたが，大多数の地は海岸線か

ら離れた海水の干満と全く関係のない水田等でその生息

を認めている．

今回ヒメマルマメタニシの生息が認められた62カ所の

うち，１４カ所の水田中で，又ある地では水田側溝中で

も，この貝とマメタニシとの共存が見られたが，柴野

（1933）の調査では，マメタニシとの共存は認められて

いない．この両種貝が共存しない理由として，柴野

（1933）は，貝生息水の塩分含有量によるとし，マメタ

ニシは塩分を嫌うが，ヒメマルマメタニシは塩分を好む

ためと結論している．この点については，この貝の生態

を更に追究する心算であるので，上記の問題を含めて後

で論議したい．

なお，ヒメマルマメタニシが肝吸虫の第１中間宿主に

なるか否かについては目下,感染実験を実施中で,現在の

ところ不明である．この貝からはこれまでに吸虫類７種

のセルカリアが見出されている（上野ら，１９３０；Okabe，

1937；Shibue，1953)．著者らは，この貝に寄生するセ

ルカリアとしてＬｏ工oge"eSZi6eγ"”，ＥＣﾉｶｺﾞ"oC/has"zzJs

spp.など５種類を認めており，そのうちの４種類は当地

産のマメタニシにも寄生を認めている．この貝に寄生す

るセルカリアの種類については，あらたな調査計画を組

み，研究中であるので別に報告の予定である．

文献

1）黒田徳米・波部忠重（1969）：新日本動物図鑑，

中，５２，北隆館，東京．

2）武藤昌知（1919）：肝臓ヂストマ（CJC"oγC/iiS

si"e"sis）の第１中間宿主に就て（第２回報告)．

中央医誌，26,151-178.

3）長花操・初鹿了・清水泉太・川上茂

（1978）：岡山県における肝吸虫症の疫学的研究

（１）マメタニシの分布状況．寄生虫誌，27,
165-170.

4）Okabe，Ｋ・（1937）：Ａｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈｅｌｉｓｔ
ｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｉntermediatehostofLojmgU"es

Zi6e7""LSeno，動物誌，４９，４８６．

５）柴野順吾（1933）：石川県河北郡河北潟並に其沿
岸一帯における肝臓ヂストマ第１中間宿主マメ

タニシの分布状態．十全会誌，38,3351-3368.

6）Shibue，Ｈ、（1953）：Thefirstintermediate

hostofafrogtrematode，PJe"γoge"ｅｓノ”o‐

〃jiczｲsYamaguti・Jap．』、Med・Sci・ＢｉｏＬ，

６，２１３－２２０．

７）杉原弘人（1953）：久留米産ヒメマルマメタニシ

の研究．医学と生物学，29,190-193.

8）杉原弘人（1954）：日本産マメタニシの分類学的
研究．京府医誌，56,512-560.

9）杉原弘人・竹内扁夫（1963）：高松産ヒメマルマ
メタニシの研究．第１報，外部形態．医学と生

物学，67,240-242.

10）上野直文・石井敬次・阿部秀直（1930）：熊本近
傍に於ける淡水産巻貝寄生のツエルカリアに就

て．熊本医誌，6,965-976.

結論

1974年５月から1976年９月までの間に，岡山県下の

376カ所においてヒメマルマメタニシの生息の有無につ

いて調査し，下記の成績を得た．

１）ヒメマルマメタニシが県南部の62カ所に生息して

いるのを認め，その分布状況を初めて明らかにした．

２）この貝の生息地は，大体において海岸線からやや

離れた地域であって，県南に広く分布する．

３）この貝は主として水田，時に水田側溝にも生息し
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GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION OF THE FRESH WATER SNAIL,

BITHYNIA KIUSIUENSIS HIRASE (BITHYNIIDAE)

IN OKAYAMA PREFECTURE

Misao NAGAHANA, Ryo HATSUSHIKA, Motota SHIMIZU

AND

Shigeru KAWAKAMI

{Department of Parasitology, Kawasaki Medical School,

Kurashiki City, 701-01, Japan)

From May 1974 to September 1976, an investigation of the distribution of the snail,

Bithynia kiusiuensis in Okayama Prefecture was carried out. The results obtained are sum

marized as follows :

1) B. kiusiuensis was found in 62 stations out of 376 stations examined. This is the

first report of detailed systematic survey on the distribution of this snail in Okayama Pre

fecture.

2) The distribution of this snail was generally limited in the southern part of the pre

fecture with keeping a certain distance from the seashore.

3) The snails were found in the water of paddyfields as well as of gutters connected

with them, but none was found in rivers and in irrigation canals.

4) In 14 stations out of 62 stations, the coinhabitation of two species B. kiusiuensis and

Parafossarulus manchouricus was observed in both the paddyfield and these gutters.

( 19 )




